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第47回  定時株主総会 事前質問ご回答 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、本日開催いたしました当社第47回定時株主総会において、事前にいただきましたご質問

に対し、下記のとおりご回答申し上げました。 

敬 具 

記 

 

Q1: J-Brain CargoⓇは素晴らしい技術であり、多くの人々が苦しんでいるアルツハ

イマーや認知症の疾患で早期に活用されるべきだと考えます。 

貴社では、これらの疾病については他社への技術導出を見込んでいると思われ

ますが、この技術の売り込みにあたり、学会や論文発表以外にはどのように進

め、その目論見は如何でしょうか？ 

また、これら疾病への技術導出においてエーザイ株式会社との契約は足枷とな

るのか伺います。 

A1: 学会・論文発表以外としましては、アルツハイマー・認知症など、希少疾患以

外の疾患領域にプレゼンスをもつ企業を含め、複数の企業と協議を行っており、

現在も進行中であります。 

なお、エーザイ株式会社との契約は2019年4月両社協議により終了しており、技

術導出の足枷になることはございません。 

 

Q2: 先期は、キッセイ薬品工業株式会社が当社株を市場で大量に売却した関連でＪ

ＣＲファーマの株価が大きく下落しました。 

キッセイ薬品工業株式会社の決算発表資料には、今期も「特別利益に投資有価

証券売却益を見込んで」とあり金額も前期と同等程度と推測できます。 

今期は御社として市場外取引等何らかの対策を講じる意志はあるか、先期同様

市場で売却されるに任せるのかお考えをお示しいただきたい。 

A2: キッセイ薬品工業株式会社が当社株式を売却していることは、大量保有報告書

等により承知しております。 

株式売却に関しては、キッセイ薬品工業株式会社の判断によるものと認識して

いるため、当社側より何らかの要請を行うことは考えておりません。 

なお、キッセイ薬品工業株式会社が販売を行っている腎性貧血治療薬の協力体

制に影響はございません。 

 



Q3: 京都大学への寄付関連 

 Q3-1: なぜ京都大学のがん免疫領域などの基金に株式を寄付するのでしょうか？ 

 A3-1: 社会貢献活動の新たな取り組みとして、長期的・安定的な若手研究者の支援を

目的としており、そのためには、当社株式から生まれる配当等を原資としても

らうことが最適と判断いたしました。寄付先である二つの基金の設立目的が

「人々の健康に貢献する」という当社の企業理念に合致すると考えております。 

 Q3-2: 100万株が市場で売却されるのではないでしょうか？ 

 A3-2: 処分日から10年間は原則売却しないことで、京都大学の同意を得ております。 

 Q3-3: 今後、京都大学への追加や他の大学等への同様の処分をおこなう事はあるので

しょうか？ 

 A3-3: 現時点では、追加実施の予定はございません。 

 

以 上 


